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※休診日は日曜・祭日・年末年始

夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐央 松村所長

新田英昭注②
診療受付
10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村所長
(内科)

堀 綾
（糖尿病
:予約制）

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

健康体操教室は毎月第

１・３火曜日 13:30 ～ 15

:30 に開催しています。

介護予防・認知症予防

で、自分の足で 100 歳ま

で歩きたいと、毎回 10 人

前後の会員が参加してい

ます。

体操教室のメニューは、軽い柔軟体操からスタートして、ラジオ体操の第

１・２と進み肩甲骨体操、ロコモ体操、スクワット、そして腹筋体操まで進

んで終了です。じんわりと汗ばみ、気分そう快です。参加者から「足が軽

くなった。転ばなくなった。体を動かさないと気分が悪くなる」などの声

が寄せられています。参加者のその日の体調を考えて無理のない方法です

すめています。希望者は直接会場（診療所５階）へおいでください。

手芸サークルは、今、来年の干支（えと）、

子（ね）の人形づくりにとりくんでいます。

ねずみと羽子板を制作中。

「友の会だより」の新年号の表紙に使っても

らえるように、毎週水曜日に集まり講師の正

木千恵さんの指導で「顔が上を向くようにし

て運気・健康が向上するように」と細かい点

まで気をつけて。

診療所に展示してある手芸作品を見て加入

した人など 30 人ほどが登録。毎回 15 人前後

が参加し、自分の作りたいバッグや刺し子、ビースなどの作品をつくり、でき上がりを楽しみに

しています。興味のある方は友の会・手芸サークルへの加入をお待ちしています。

く
ら

し
に

楽
し

み
と

生
き

が
い

を

友
の
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動

腹筋運動にとりくむ参加者

作品づくりに取組んでいる手芸サークルのみなさん

気軽に

来てね！
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

酵素は生命活動に必要な成分を合成したり、不要

になった物質の分解を促進する触媒として働くタン

パク質分子です。

酵素製品の宣伝では、食事に含まれる栄養素を消

化・燃焼させてエネルギーに変える酵素の大切さを

強調します。それが「加齢や不規則な生活によって

不足する」と謳って不安をあおるのです。

2018 年 10 月、消費者庁は「山野草醗酵酵素ブルー

ベリー DX」と「めっちゃたっぷりフルーツ青汁」に

ついて、景品表示法にもとづく改善措置を命じ、課

徴金を支払わせました。「成分を体内に摂り込むこと

で、全身の代謝酵素が活発に」「149 種類の酵素で燃

焼する体に」などと宣伝していたことに対し、「表示

の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料が認められ

なかった」と断じたのです。

医薬品の分野でも
医薬品の分野でも、酵素を主な作用成分とする酵

素製剤が相次いで販売中止となっています。

2011 年 2月、武田薬品工業が消炎酵素剤「ダーゼ

ン」の販売を中止し、自主回収しました。痰を溶か

して排出しやすくしたり、炎症

による腫れを抑える薬として

1960 年代から使われてきまし

たが、プラセボ（偽薬）と比べ

た臨床試験で有効性を証明でき

なかったためです。その後

2016 年 9月までに、同じよう

な酵素製剤はすべて、薬効再評価により販売中止と

なりました。

消化機能が落ちた患者さんに消化酵素製剤を用い

ることはあります。しかし、それ自体が消化酵素で

分解されることと、分子が大きくそのままでは腸壁

を通り抜けられないため、体内に吸収されて十分な

機能を果たすとは考えにくいものです。

ムダ遣いにご用心
ほんの一部の企業が誇大広告で処分されました

が、ネットには“ニセ科学”というレベルのあやし

い情報があふれています。処分を逃れるため、「これ

を飲んで調子が良くなった」という個人の体験談で

売り込む手法も活発です。

そもそも今販売されている酵素製品は、野菜や果

物を発酵させた食品で、どんな酵素が入っているか

も明らかにされていません。このような製品を買う

のはムダ遣いです。ご用心ください。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

▼
今
年
も
、
は
や
師
走
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
年
の
早
い
こ
と
。
天
皇

の
代
替
わ
り
に
始
ま
り
関
連
す
る
諸
行

事
、
大
嘗
祭
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
ニ
ュ
ー

ス
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
安
倍
首
相

の
「
桜
を
見
る
会
」
に
端
を
発
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
疑
惑
、
早
く
は
っ
き
り
さ
せ

た
い
で
す
ね
▼
９
月

10月
と
ス
ー

パ
ー
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が
た
び

た
び
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
江
戸
川
区
で
も
避
難
勧
告
が

出
て
大
変
な
騒
ぎ
で
し
た
。
全
国
で
は

い
ま
だ
に
避
難
所
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
た
ち
が
沢
山
い
ま
す

▼
ス
ー
パ
ー
台
風
の
発
生
が
多
く
な
っ

て
き
た
背
景
に
は
地
球
温
暖
化
が
あ

り
、
と
く
に
日
本
近
海
の
海
面
温
度
は

こ
こ
百
年
で
平
均
一
度
も
上
昇
し
た
、

そ
の
た
め
ス
ー
パ
ー
台
風
が
日
本
に
近

づ
く
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で

し
た
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
対
策
は
非

常
に
大
事
な
こ
と
で
す
。
日
本
も
パ
リ

協
定
を
し
っ
か
り
ま
も
り
本
腰
を
い
れ

て
取
組
ん
で
ほ
し
い
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。

（
猪
瀬
）

役立つ健康メモ 75 薬の話№42

酵素

台風、大雨、 その時

あなたはどうしたか？
台風 19 号時避難行動

こ
の
秋
、
相
次
ぐ
大
型
台
風
が
関
東
地
方
を
直
撃
。
特
に

19号
で
は
、

江
戸
川
区
内

43万
人
を
対
象
と
し
た
「
避
難
勧
告
」
が
出
さ
れ
、
３
万
５

千
人
を
超
え
る
人
が
区
民
施
設
や
学
校
に
避
難
し
ま
し
た
。
幸
い
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江
戸
川
区
が
０
メ
ー
ト
ル
地
域
で
あ
り
、

『
こ
こ
に
い
て
は
ダ
メ
で
す
』
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
出
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
大
き
な
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

温
暖
化
と
い
う
地
球
規
模
の
問
題
、
日
本
の
森
林
や
農
耕
地
の
保
水
力

は
？
、
ダ
ム
は
ど
う
働
い
て
い
る
の
か
、
堤
防
の
強
化
や
内
水
の
排
水
ポ

ン
プ
は
大
丈
夫
か
な
ど
、
課
題
は
山
積
で
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
友
の
会
の
皆
さ
ん
の
体
験
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

◎
国
分
寺
の
姉
の
と
こ
ろ
へ

江
戸
川
５
丁
目

小
林
功

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
テ
レ
ビ

情
報
に
よ
る
と
、
江
戸
川
５
丁

目
辺
り
も
水
に
埋
も
れ
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。
遠
く
へ
避
難

す
る
し
か
な
い
な
と
、
国
分
寺

の
姉
（

92歳
一
人
暮
ら
し
）
の

と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

中
央
線
が
動
い
て
い
る
う
ち

に
と
、
当
日
の

12日
大
き
め

の
ザ
ッ
ク
に
い
ろ
い
ろ
（
妻
の

位
牌
も
）
詰
め
込
ん
で
、
早
朝

電
車
に
飛
び
乗
っ
た
。
車
中
考

え
た
。
も
し
家
が
水
没
し
た
ら

大
量
の
資
料
と
本
と
絵
と
写
真

の
ネ
ガ
な
ど
が
す
べ
て
失
わ
れ
、

ぼ
く
と
家
族
の
生
き
た
証
拠
も

な
く
な
る
。
そ
う
な
っ
た
ら
人

生
や
り
直
し
だ
な
と
覚
悟
し
た
。

も
う
少
し
後
だ
っ
た
ら
交
通

の
計
画
運
休
も
あ
り
区
外
避
難

は
で
き
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

◎
我
が
家
が
避
難
所
に
？

清
新
町

太
田
美
音

数
日
前
か
ら
か
つ
て
な
い
暴

風
雨
と
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
、

孫
の
運
動
会
も
延
期
の
知
ら
せ
。

京
都
の
夫
や
北
海
道
の
兄
か
ら

「
大
丈
夫
か
？
」
の
電
話
。
「
こ

こ
清
新
町
は
江
戸
川
区
で
唯
一
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
赤
く
な
い

地
域
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
答
え

る
。
長
男
か
ら
「
明
日
は
仕
事

休
み
に
な
っ
た
か
ら
そ
ち
ら
に

行
く
」
と
の
メ
ー
ル
。

近
く
の
棟
の
１
階
に
住
む
次

男
が
「
１
階
は
心
配
だ
か
ら
、

皆
で
そ
ち
ら
に
行
っ
て
い
い
？
」

と
電
話
。
我
が
家
は
４
階
な
の

で
「
い
い
よ
、
で
も
風
雨
の
中
、

出
か
け
る
方
が
大
変
で
は
？
」

と
言
っ
た
け
ど
、
家
族
５
名
が

来
た
。
居
間
と
寝
室
で
雑
魚
寝

状
態
だ
っ
た
。

私
の
唯
一
の
被
害
は
土
・
日

の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
使
用
で
き
ず
に
中
止

に
な
っ
た
こ
と
。

◎
３
階
建
て
の
自
宅
か
ら
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
に
避
難

春
江
町
３
丁
目
西
綾
香

避
難
広
報
の
お
知
ら
せ
を
受

け
て
、
大
雨
の
中
、
夕
方
５
時

頃
、
近
く
の
下
鎌
田
小
学
校
に

行
き
ま
し
た
。
が
、
大
勢
の
人

で
入
れ
ず
、
約
１
キ
ロ
位
歩
い

て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
に
避
難
し
ま
し
た
。

毛
布
１
枚
と
乾
パ
ン
１
袋
を

も
ら
い
、
夜
中
の
２
時
頃
ま
で

横
に
な
っ
て
身
を
休
め
て
い
た

の
で
す
が
、
床
に
毛
布
で
く
る

ま
っ
て
寝
た
た
め
、
腰
を
痛
め

て
し
ま
い
家
に
帰
り
ま
し
た
。

若
い
人
た
ち
は
遅
れ
て
避
難

し
て
き
た
た
め
、
毛
布
も
何
も

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後

日
、
近
所
の
方
か
ら
「
な
ん
で

避
難
し
た
の
よ
。
３
階
建
て
な

ん
だ
か
ら
家
に
い
た
ら
良
か
っ

た
の
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

新
中
川
の
そ
ば
な
の
で
、
も
し

も
川
の
水
が
あ
ふ
れ
た
ら
、
と

心
配
で
避
難
し
た
の
で
す
。
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

◎
避
難
行
動
は
と
ら
な
か
っ
た

南
葛
西

男
性

な
ぎ
さ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住

ん
で
い
る
が
、

10階
な
の
で
、

避
難
は
し
な
か
っ
た
。
今
回
は

何
事
も
な
か
っ
た
が
、
課
題
は

山
ほ
ど
あ
る
と
感
じ
た
。

江戸川区内で一番避難者が多かった葛西小・中学校の体育館
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

枯
れ
葦
に
舳
先
触
れ
ゐ
る
渡
し
舟

舞
ふ
巫
女
の
目
尻
の
紅
や
秋
気
澄
む

鴫
来
る
や
谷
津
の
干
潟
に
秋
の
色

繰
り
返
す
台
風
惨
事
鳥
渡
る

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

落
葉
が
踊
る
西
風
日
暮
時

大
川
に
枯
葉
筏
や
流
れ
月

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

大
臣
が
欲
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
嘘
・
隠
蔽

後
援
会
も
反
社
の
友
も
ご
招
待

お
花
見
や
山
口
団
体
ま
ぎ
れ
こ
み

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

い
ま
、
夜

間
中
学

を
考
え
る

「
こ

ん
ば

ん
は

Ⅱ
」

上
映

と
ト

ー
ク

の
集

い

江
戸

川
小

林
功

夜
間
中
学
と
の
出
会
い
は
１
９
７

４
年
、
小
松
川
二
中
に
夜
間
中
学
が

誕
生
し
て
３
年
目
、
夜
間
中
学
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
と
江
教
組
と
し

て
訪
ね
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
生

徒
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
、
授
業
を

見
学
し
、
交
流
し
た
。
先
生
方
の
熱

意
、
生
徒
の
真
剣
さ
、
の
び
の
び
と

明
る
く
温
か
い
空
気
が
漲
っ
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

20年
後
に
山
田
洋
二
監
督
の
「
学

校
」
が
感
動
を
巻
き
起
こ
し
、
そ
の

10年
後
森
康
行
監
督
の
「
こ
ん
ば
ん

は
！
」
が
生
の
公
立
中
学
校
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
描
き
出
し
た
。
森
監
督
は

15年
後
に
は
「
こ
ん
ば
ん
は

Ⅱ
」
で

自
主
夜
間
中
学
に
焦
点
を
当
て
増
設

運
動
を
後
押
し
し
た
。

私
た
ち
は
先
月

17日
、
「
『
こ
ん
ば

ん
は

Ⅱ
』
上
映
と
ト
ー
ク
の
集
い
」

を
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
行
っ
た
。

映
画
に
登
場
す
る
卒
業
生
は
そ
こ
に

辿
り
着
く
ま
で
の
苦
難
の
道
と
学
び

の
体
験
を
語
っ
て
い
た
。
当
日
の
参

加
者
は
「
学
ぶ
こ
と
は
生
き
延
び
る

こ
と
」
「
読
み
書
き
が
で
き
る
と
未

来
が
み
え
る
」
な
ど
珠
玉
の
言
葉
に

強
い
印
象
を
受
け
て
い
た
。
足
立
四

中
出
身
の
大
森
み
ど
り
さ
ん
の
特
別

発
言
に
は
皆
圧
倒
さ
れ
た
。

85歳
で

入
学
し
今

90歳
。
絵
を
描
き
、
本
も

出
し
、
そ
の
学
び
続
け
る
人
生
に
励

ま
さ
れ
た
。

見
城
慶
和
さ
ん
の
講
演
に
は
群
馬

や
福
島
か
ら
も
聴
き
に
来
る
ほ
ど
の

魅
力
が
あ
る
。
夜
間
中
学
一
筋

42年

間
の
豊
富
な
実
践
を
通
じ
、
学
び
の

原
点
、
教
育
の
あ
り
方
な
ど
を
語
っ

た
。
特
に
荒
川
九
中
生
の
作
文
に
は

自
分
を
変
え
た
学
び
と
喜
び
、
教
師

へ
の
信
頼
が
脈
打
っ
て
い
て
、
胸
に

迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。
夜
間
中
学
の

増
設
運
動
は
い
ま
全
国
で
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
だ
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

呆
け
し
人
ホ
ー
ム
を
出
で
て
さ
ま
よ
ふ
を
一
日
探
し
て
娘
は
帰
り
来
ぬ

間
断
な
く
ナ
ー
ス
を
呼
び
て
泣
く
老
が
こ
の
朝
逝
き
し
と
娘
は
か
な
し
め
り

眼
弱
き
父
が
挟
み
し
栞
い
く
つ
詩
吟
教
本
わ
れ
に
残
り
ぬ

迷
わ
ぬ
ま
ま
歩
み
し
書
の
道
五
十
年
何
に
迷
ふ
や
こ
の
二
、
三
日

瑞
江

今
井

雄
二

「
貧
乏
性
」
と
う
と
う
と
の
中
聞
こ
え
来
て
ハ
ッ
と
目
覚
ま
す
神
保
町
駅

阿
部
さ
ん
の
や
り
た
い
放
題
見
え
見
え
の
そ
の
場
し
の
ぎ
の
言
い
訳
む
な
し

よ
う
や
く
に
雨
の
上
が
っ
た
秋
晴
れ
に
心
浮
き
浮
き
お
墓
参
り
へ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

我
が
庭
に
咲
き
し
四
季
咲
き
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
絶
え
る
事
な
く
花
つ
け
て

エッセイ

◎
清
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
会
館

へ
避
難

西
葛
西

大
賀
晨
雄

東
西
線
西
葛
西
駅
の
少
し
南

の
戸
建
て
に
住
ん
で
い
る
。
わ

が
家
は
海
面
よ
り
６
メ
ー
ト
ル

低
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
川
と
東
西
線
が
交
差
す
る
辺

り
は
堤
防
巾
が
狭
く
、
上
流
か

ら
の
増
水
と
強
い
台
風
時
は
気

圧
が
低
く
海
水
面
が
上
が
る
の

で
、
氾
濫
す
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
た
。

清
新
町
は
海
抜
よ
り
高
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
清
新
１
中

は
２
階
ま
で
浸
水
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
体
育
館
は
他
の
ほ
と

ん
ど
の
学
校
と
同
じ
く
１
階
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
清
新
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
会
館
へ
避
難
す
る

こ
と
に
。

４
時
頃
避
難
。
床
に
シ
ー
ト

が
敷
い
て
あ
り
、
毛
布
が
支
給

さ
れ
た
が
寒
か
っ
た
。
テ
レ
ビ

は
な
く
、
情
報
が
得
に
く
い
。

若
い
人
が
多
く
、
子
ど
も
が
多

か
っ
た
。
食
べ
物
の
支
給
は
な

か
っ
た
が
、
カ
ッ
プ
麺
が
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
お
湯
の
供
給

が
あ
っ
た
。
深
夜
１
時
半
頃
帰

宅
し
た
。

◎
船
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

に
避
難

西
小
松
川

70才
女
性

10月

12日
、
再
三
の
避
難
勧

告
と
緊
迫
し
た
台
風
情
報
に
恐

怖
を
感
じ
、
ご
近
所
の
方
と
午

後
三
時
に
、
雨
の
中
、
船
堀
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
に
避
難
。

到
着
し
て
す
ぐ
、
「
食
糧
も
毛

布
も
な
い
」
と
知
ら
さ
れ
た

が
、
安
全
第
一
と
中
に
入
る
。

飲
料
は
自
動
販
売
機
で
、
お
湯

は
給
湯
室
か
ら
調
達
。

80才
以

上
と
子
ど
も
に
は
出
す
と
言
っ

て
い
た
毛
布
も
借
り
ら
れ
、
半

畳
ほ
ど
の
薄
い
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ

ト
の
上
に
寝
る
。
し
か
し
、
照

明
が
明
る
く
て
眠
れ
な
い
。
和

室
は
畳
だ
し
、
座
布
団
も
あ
る

の
で
だ
い
ぶ
混
ん
で
い
た
。
来

れ
ば
備
蓄
し
て
あ
る
食
品
が
あ

る
と
軽
く
考
え
て
い
た
が
、
一

晩
の
避
難
で
は
出
な
い
と
分
か

り
、
次
回
は
缶
詰
で
も
持
参
す

る
こ
と
に
、
と
教
訓
に
し
た
。

顔
見
知
り
の
ご
近
所
の
方
と
一

緒
だ
っ
た
の
で
ず
い
ぶ
ん
気
持

ち
も
楽
だ
っ
た
。
今
後
も
ま
た

あ
る
と
思
う
。
い
い
体
験
に

な
っ
た
。

11月
３
日
（
日
）
、
文
化
の

日
、
国
会
正
門
前
で
「
憲
法
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集

会
に
は
、
『
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！

改
憲
発
議
を
許
さ
な

い
』
と
、
１
万
人
が
集
ま
り
、

江
戸
川
か
ら
も
大
勢
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
内
閣
発
足
早
々

で
二
人
の
大
臣
が
辞
任
に
追
い

込
ま
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
安

倍
内
閣
の
危
機
的
状
況
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
高
校

生
や
教
育
関
係
者
の
猛
反
対
に

よ
り
大
学
受
験
へ
の
英
語
民
間

試
験
導
入
を
延
期
さ
せ
た
こ
と

か
ら
、
世
論
を
大
き
く
す
る
こ

と
が
急
務
で
あ
り
、
声
を
あ
げ

れ
ば
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
展
望
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
は
、
社
民

党
、
日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主

党
の
参
加
が
あ
り
、
連
帯
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
韓
国
か
ら
の
代

表
団
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
の
代
表
は
挨
拶
で
、

徴
用
工
問
題
で
の
安
倍
政
権
へ

の
批
判
と
、
侵
略
の
歴
史
を
真

正
面
か
ら
受
け
止
め
反
省
す
る

こ
と
で
新
た
な
日
韓
関
係
を
つ

く
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
戦
争
を
防

ぎ
、
平
和
を
守
る
世
界
で
最
も

優
れ
た
憲
法
が
日
本
国
憲
法
」

と
発
言
し
、
平
和
憲
法
を
安
倍

改
憲
か
ら
守
る
た
め
共
に
協
力

し
合
お
う
と
の
発
言
に
は
、
会

場
か
ら
の
大
き
な
拍
手
が
わ
き

ま
し
た
。

※
韓
国
の
代
表
が
紹
介
し
、

み
ん
な
で
歌
っ
た
歌

（
伊
藤
）

〝
戦
争
を
防
ぎ
、

平
和
を
守
る

世
界
で
も
っ
と

も
優
れ
た
憲
法

〟

11・
３

憲
法
集

会
に

一
万

人

♪
「
光
は
闇
に
負
け
な
い
」

真
実
は
沈
ま
な
い

光
は
闇
に
負
け
な
い

真
（
ま
こ
と
）
は
嘘
に
負

け
な
い

真
実
は
沈
ま
な
い

決
し
て

あ
き
ら
め
は
し

な
い
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いつまでも自分の

足で歩くために

●新年は

第３火曜日から

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

予約不要どなたでも

●毎週月曜日

年内は23日まで

新年は20日から

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく

歌いましょう

◎12月はお休み

●毎月 第３金曜日

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋好士」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁・将棋クラブ アミティエ
コカリナ
サークル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

9時半～11時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会見学いつでも。

●毎週 金曜日

13時～17時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
で
す
。
つ
く
ば
市
に

変
わ
る
前
は
筑
波
郡
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

田
園
風
景
が
広
が
る
中
で
筑

波
山
が
正
面
に
見
え
る
位
置
に

あ
り
ま
し
た
。
一
日
に
７
回
山

の
色
が
変
わ
る
と
言
わ
れ
た
と

て
も
美
し
い
山
で
す
。

小
学
校
の
春
の
遠
足
は
必
ず

筑
波
山
に
行
き
ま
し
た
。
低
学

年
は
学
校
か
ら
徒
歩
で
「
筑
波

神
社
」
ま
で
の
距
離
で
し
た
が
、

高
学
年
に
な
る
と
色
々
な
コ
ー

ス
で
頂
上
を
め
ざ
し
、
厳
し
い

道
の
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
な
ど

利
用
し
て
何
度
か
登
り
ま
し
た
。

数
年
前
、
つ
く
ば
山
の
ホ
テ

ル
で
一
泊
の
同
級
会
が
行
わ
れ
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

小
学
校
は
、
平
地
に
建
っ
て

い
ま
し
た
が
、
中
学
校
は
山
の

上
に
あ
り
ま
し
た
。
昔
の
「
山

城
」
跡
に
建
て
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
校
歌
に
も
「
水
守
城
」
と

入
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
け
わ

し
い
坂
道
を
登
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
前
傾
姿
勢
で
ふ
ん
ば
っ

て
歩
い
て
も
足
を
滑
ら
す
と
下

に
落
ち
て
し
ま
い
、
な
か
な
か

学
校
に
着
け
ま
せ
ん
。
帰
り
も

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
と
足

を
滑
ら
せ
、
加
速
し
な
が
ら
落

ち
下
の
道
ま
で
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
ん
な
学
校
は
、
現
在
老
人

ホ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

道
も
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
り
、

急
な
坂
も
ゆ
る
や
か
な
坂
道
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
記
憶

の
中
の
ふ
る
さ
と
は
、
文
明
か

ら
置
き
去
り
に
さ
れ
た
よ
う
な

所
で
し
た
が
、
現
在
は
世
界
の

頭
脳
が
集
ま
る
所
と
い
わ
れ
る

研
究
学
園
都
市
に
様
変
わ
り
し

て
い
ま
す
。

都
会
以
上
に
車
社
会
で
、
免

許
を
持
た
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。

秋
葉
原
か
ら
「
急
行
」
で

45分

で
、
つ
く
ば
学
園
都
市
に
着
き

ま
す
。
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
店

や
デ
パ
ー
ト
な
ど
、
駅
前
は
私

の
住
ん
で
い
る
葛
西
よ
り
都
会

の
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
で
す
。
で

も
筑
波
山
だ
け
は
変
わ
ら
ず
、

美
し
い
昔
の
ま
ま
で
す
。
筑
波

山
は
、
縁
結
び
の
山
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

思
い
出
に
つ
な
が
る
筑
波
山

さわやか喫茶着物リメイクの会

茨城県

東葛西 鈴木紀美子

手芸サークル

●第1・2・3・5

水曜日13時～16時

新年は第3水曜日

から

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費1回につき

200円。他作品の

実費が必要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス

第１(土)14～16時
（1月はお休みです）

●小物作り

火/水/木 10～15時

●場所:一之江内科４階

カラオケ好きな方一

緒に歌いましょう！

●毎月第４水曜日

13時～

●葛西みなみ診療所

５階ホール

カラオケサークル

●毎月第２・３木曜日

14時～16時

●飲み物・クッキー

など１００円

●新小岩診療所

３階会議室

※12月19日は

クリスマス会です

ほっとカフェ カラオケお楽しみ会

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

10時～15時

※12/20まで1/10から

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●昼食・裁縫道具持参

乳
腺
外
科
医
師
冤
罪
事
件

は
、
今
年
２
月

20日
、
東
京
地

裁
で
無
罪
判
決
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
検
察
が
控
訴

し
、
現
在
は
東
京
高
裁
で
公
判

に
向
け
て
協
議
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
件
は
２
０
１
６

年
５
月
に
足
立
区
の
柳
原
病
院

で
右
胸
か
ら
乳
腺
腫
瘍
を
摘
出

す
る
手
術
を
執
刀
し
た
外
科
医

師
が
、
女
性
患
者
か
ら
「
術
後

左
胸
を
舐
め
ら
れ
る
な
ど
の
わ

い
せ
つ
行
為
を
さ
れ
た
」
と
訴

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

弁
護
団
は
「
女
性
患
者
は
術

後
せ
ん
妄
の
状
態
に
あ
り
、
幻

覚
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
科
捜
研
の
鑑
定
は
再
現

性
・
科
学
的
信
頼
性
が
な
い
。

手
術
前
の
診
療
行
為
の
際
に
医

師
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
付
着
し
た
可
能

性
が
あ
り
、
わ
い
せ
つ
行
為
を

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と

主
張
し
て
い
ま
す
。

外
科
医
師
は
無
罪
で
す
。
こ

の
事
件
が
有
罪
と
な
れ
ば
、
安

心
し
て
医
療
行
為
が
で
き
な
く

な
る
と
多
く
の
医
師
・
医
療
関

係
者
が
関
心
を
寄
せ
て
い
ま

す
。高
裁
の
審
理
は
短
期
間
で
結

審
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
急

な
支
援
・
署
名
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

〝
友
の
会
だ
よ

り
〟
と
共
に
署
名
用
紙
を
お
届

け
し
ま
す
。

署
名

の
送

り
先

外
科
医
師
を
守
る
会
事
務
局

〒
１
２
０
‐
０
０
２
３

足
立
区
千
住
曙
町
４
‐

16

千
住
曙
共
同
会
館
・
健
和
会
本

部
宛
。

又
は
友
の
会
事
務
局
・

各
診
療
所

窓
口
ま
で
お
届
け
く

だ
さ
い
。

楽しく歌って

元気になろう

●毎月第４土曜日

14時～16時

※12/21はクリス

マスうたごえ喫茶

●葛西みなみ診療所

５階ホール

〝
乳

腺
外

科
医

師
は

無
実

で
す

〟

無
罪

判
決

を
求

め
る

署
名

に
ご

協
力
を

2020 年・被爆 75 年に向け

て、核兵器のない世界の扉を

ひらこうと、11 月 6 日葛西

駅頭で「ヒバクシャ国際署

名」を訴えました。江戸川原

水協に加入する各団体から

10 人ほど、友の会からも参

加しました。ある女性は「わ

たしは高齢なので何もできな

いから」と署名し、1,000 円

の募金を寄せてくれました。

この日は 28 筆の署名が集

まりました。江戸川原水協は

毎月 6日に区内の駅頭で署名

行動に取組んでいます。2020

年 1月 6 日は、全都の被爆者

と各地区の原水協が新宿駅西口広場で 12:00 ～ 13:00 にかけて新春

署名行動が予定されています。

核兵器のない世界に向けて
「ヒバクシャ国際署名」宣伝༂動

買物帰り、足を止めて署名

日
頃
か
ら
友
の
会
活
動
に
ご
理
解
ご

支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
友
の
会
は
、
会
員
の
み
な
さ
ん

か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
会
費
で
活

動
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
く
の
友
の
会
世
話
人
が
年
末
か
ら

新
年
に
か
け
て
年
会
費
の
集
金
に
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
外
の
方
、
松
島
地
域
の
方
は
お
手
数

と
は
思
い
ま
す
が
、
郵

便
振
込
み
用

紙

で
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

尚
、
新
小

岩
診

療
所
・
葛
西
み
な
み

診
療
所
・
一

之
江
内

科
ク

リ
ニ
ッ
ク
の

窓
口
で
も
、
納
入
を
受
け

付
け
て
い
ま

す
。
す
で
に
今
年

度
分
を
納
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
行
き

違
い
で
す
の
で
、
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。
<江
戸
川
健
康
友
の
会
>

健
康
友
の
会
・
年
会
費

一
〇
〇
〇
円
納
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

松
江

鈴
木
美

和
子
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

枯
れ
葦
に
舳
先
触
れ
ゐ
る
渡
し
舟

舞
ふ
巫
女
の
目
尻
の
紅
や
秋
気
澄
む

鴫
来
る
や
谷
津
の
干
潟
に
秋
の
色

繰
り
返
す
台
風
惨
事
鳥
渡
る

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

落
葉
が
踊
る
西
風
日
暮
時

大
川
に
枯
葉
筏
や
流
れ
月

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

大
臣
が
欲
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
嘘
・
隠
蔽

後
援
会
も
反
社
の
友
も
ご
招
待

お
花
見
や
山
口
団
体
ま
ぎ
れ
こ
み

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

い
ま
、
夜

間
中
学

を
考
え
る

「
こ

ん
ば

ん
は

Ⅱ
」

上
映

と
ト

ー
ク

の
集

い

江
戸

川
小

林
功

夜
間
中
学
と
の
出
会
い
は
１
９
７

４
年
、
小
松
川
二
中
に
夜
間
中
学
が

誕
生
し
て
３
年
目
、
夜
間
中
学
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
と
江
教
組
と
し

て
訪
ね
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
生

徒
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
、
授
業
を

見
学
し
、
交
流
し
た
。
先
生
方
の
熱

意
、
生
徒
の
真
剣
さ
、
の
び
の
び
と

明
る
く
温
か
い
空
気
が
漲
っ
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

20年
後
に
山
田
洋
二
監
督
の
「
学

校
」
が
感
動
を
巻
き
起
こ
し
、
そ
の

10年
後
森
康
行
監
督
の
「
こ
ん
ば
ん

は
！
」
が
生
の
公
立
中
学
校
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
描
き
出
し
た
。
森
監
督
は

15年
後
に
は
「
こ
ん
ば
ん
は

Ⅱ
」
で

自
主
夜
間
中
学
に
焦
点
を
当
て
増
設

運
動
を
後
押
し
し
た
。

私
た
ち
は
先
月

17日
、
「
『
こ
ん
ば

ん
は

Ⅱ
』
上
映
と
ト
ー
ク
の
集
い
」

を
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
行
っ
た
。

映
画
に
登
場
す
る
卒
業
生
は
そ
こ
に

辿
り
着
く
ま
で
の
苦
難
の
道
と
学
び

の
体
験
を
語
っ
て
い
た
。
当
日
の
参

加
者
は
「
学
ぶ
こ
と
は
生
き
延
び
る

こ
と
」
「
読
み
書
き
が
で
き
る
と
未

来
が
み
え
る
」
な
ど
珠
玉
の
言
葉
に

強
い
印
象
を
受
け
て
い
た
。
足
立
四

中
出
身
の
大
森
み
ど
り
さ
ん
の
特
別

発
言
に
は
皆
圧
倒
さ
れ
た
。

85歳
で

入
学
し
今

90歳
。
絵
を
描
き
、
本
も

出
し
、
そ
の
学
び
続
け
る
人
生
に
励

ま
さ
れ
た
。

見
城
慶
和
さ
ん
の
講
演
に
は
群
馬

や
福
島
か
ら
も
聴
き
に
来
る
ほ
ど
の

魅
力
が
あ
る
。
夜
間
中
学
一
筋

42年

間
の
豊
富
な
実
践
を
通
じ
、
学
び
の

原
点
、
教
育
の
あ
り
方
な
ど
を
語
っ

た
。
特
に
荒
川
九
中
生
の
作
文
に
は

自
分
を
変
え
た
学
び
と
喜
び
、
教
師

へ
の
信
頼
が
脈
打
っ
て
い
て
、
胸
に

迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。
夜
間
中
学
の

増
設
運
動
は
い
ま
全
国
で
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
だ
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

呆
け
し
人
ホ
ー
ム
を
出
で
て
さ
ま
よ
ふ
を
一
日
探
し
て
娘
は
帰
り
来
ぬ

間
断
な
く
ナ
ー
ス
を
呼
び
て
泣
く
老
が
こ
の
朝
逝
き
し
と
娘
は
か
な
し
め
り

眼
弱
き
父
が
挟
み
し
栞
い
く
つ
詩
吟
教
本
わ
れ
に
残
り
ぬ

迷
わ
ぬ
ま
ま
歩
み
し
書
の
道
五
十
年
何
に
迷
ふ
や
こ
の
二
、
三
日

瑞
江

今
井

雄
二

「
貧
乏
性
」
と
う
と
う
と
の
中
聞
こ
え
来
て
ハ
ッ
と
目
覚
ま
す
神
保
町
駅

阿
部
さ
ん
の
や
り
た
い
放
題
見
え
見
え
の
そ
の
場
し
の
ぎ
の
言
い
訳
む
な
し

よ
う
や
く
に
雨
の
上
が
っ
た
秋
晴
れ
に
心
浮
き
浮
き
お
墓
参
り
へ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

我
が
庭
に
咲
き
し
四
季
咲
き
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
絶
え
る
事
な
く
花
つ
け
て

エッセイ

◎
清
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
会
館

へ
避
難

西
葛
西

大
賀
晨
雄

東
西
線
西
葛
西
駅
の
少
し
南

の
戸
建
て
に
住
ん
で
い
る
。
わ

が
家
は
海
面
よ
り
６
メ
ー
ト
ル

低
い
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
川
と
東
西
線
が
交
差
す
る
辺

り
は
堤
防
巾
が
狭
く
、
上
流
か

ら
の
増
水
と
強
い
台
風
時
は
気

圧
が
低
く
海
水
面
が
上
が
る
の

で
、
氾
濫
す
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
た
。

清
新
町
は
海
抜
よ
り
高
い
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
清
新
１
中

は
２
階
ま
で
浸
水
す
る
と
さ
れ

て
お
り
、
体
育
館
は
他
の
ほ
と

ん
ど
の
学
校
と
同
じ
く
１
階
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
清
新
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
会
館
へ
避
難
す
る

こ
と
に
。

４
時
頃
避
難
。
床
に
シ
ー
ト

が
敷
い
て
あ
り
、
毛
布
が
支
給

さ
れ
た
が
寒
か
っ
た
。
テ
レ
ビ

は
な
く
、
情
報
が
得
に
く
い
。

若
い
人
が
多
く
、
子
ど
も
が
多

か
っ
た
。
食
べ
物
の
支
給
は
な

か
っ
た
が
、
カ
ッ
プ
麺
が
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
お
湯
の
供
給

が
あ
っ
た
。
深
夜
１
時
半
頃
帰

宅
し
た
。

◎
船
堀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

に
避
難

西
小
松
川

70才
女
性

10月

12日
、
再
三
の
避
難
勧

告
と
緊
迫
し
た
台
風
情
報
に
恐

怖
を
感
じ
、
ご
近
所
の
方
と
午

後
三
時
に
、
雨
の
中
、
船
堀
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
に
避
難
。

到
着
し
て
す
ぐ
、
「
食
糧
も
毛

布
も
な
い
」
と
知
ら
さ
れ
た

が
、
安
全
第
一
と
中
に
入
る
。

飲
料
は
自
動
販
売
機
で
、
お
湯

は
給
湯
室
か
ら
調
達
。

80才
以

上
と
子
ど
も
に
は
出
す
と
言
っ

て
い
た
毛
布
も
借
り
ら
れ
、
半

畳
ほ
ど
の
薄
い
ウ
レ
タ
ン
マ
ッ

ト
の
上
に
寝
る
。
し
か
し
、
照

明
が
明
る
く
て
眠
れ
な
い
。
和

室
は
畳
だ
し
、
座
布
団
も
あ
る

の
で
だ
い
ぶ
混
ん
で
い
た
。
来

れ
ば
備
蓄
し
て
あ
る
食
品
が
あ

る
と
軽
く
考
え
て
い
た
が
、
一

晩
の
避
難
で
は
出
な
い
と
分
か

り
、
次
回
は
缶
詰
で
も
持
参
す

る
こ
と
に
、
と
教
訓
に
し
た
。

顔
見
知
り
の
ご
近
所
の
方
と
一

緒
だ
っ
た
の
で
ず
い
ぶ
ん
気
持

ち
も
楽
だ
っ
た
。
今
後
も
ま
た

あ
る
と
思
う
。
い
い
体
験
に

な
っ
た
。

11月
３
日
（
日
）
、
文
化
の

日
、
国
会
正
門
前
で
「
憲
法
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集

会
に
は
、
『
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！

改
憲
発
議
を
許
さ
な

い
』
と
、
１
万
人
が
集
ま
り
、

江
戸
川
か
ら
も
大
勢
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
内
閣
発
足
早
々

で
二
人
の
大
臣
が
辞
任
に
追
い

込
ま
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
安

倍
内
閣
の
危
機
的
状
況
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
高
校

生
や
教
育
関
係
者
の
猛
反
対
に

よ
り
大
学
受
験
へ
の
英
語
民
間

試
験
導
入
を
延
期
さ
せ
た
こ
と

か
ら
、
世
論
を
大
き
く
す
る
こ

と
が
急
務
で
あ
り
、
声
を
あ
げ

れ
ば
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
展
望
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

立
憲
野
党
か
ら
は
、
社
民

党
、
日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主

党
の
参
加
が
あ
り
、
連
帯
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
韓
国
か
ら
の
代

表
団
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
の
代
表
は
挨
拶
で
、

徴
用
工
問
題
で
の
安
倍
政
権
へ

の
批
判
と
、
侵
略
の
歴
史
を
真

正
面
か
ら
受
け
止
め
反
省
す
る

こ
と
で
新
た
な
日
韓
関
係
を
つ

く
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
、
「
戦
争
を
防

ぎ
、
平
和
を
守
る
世
界
で
最
も

優
れ
た
憲
法
が
日
本
国
憲
法
」

と
発
言
し
、
平
和
憲
法
を
安
倍

改
憲
か
ら
守
る
た
め
共
に
協
力

し
合
お
う
と
の
発
言
に
は
、
会

場
か
ら
の
大
き
な
拍
手
が
わ
き

ま
し
た
。

※
韓
国
の
代
表
が
紹
介
し
、

み
ん
な
で
歌
っ
た
歌

（
伊
藤
）

〝
戦
争
を
防
ぎ
、

平
和
を
守
る

世
界
で
も
っ
と

も
優
れ
た
憲
法

〟

11・
３

憲
法
集

会
に

一
万

人

♪
「
光
は
闇
に
負
け
な
い
」

真
実
は
沈
ま
な
い

光
は
闇
に
負
け
な
い

真
（
ま
こ
と
）
は
嘘
に
負

け
な
い

真
実
は
沈
ま
な
い

決
し
て

あ
き
ら
め
は
し

な
い
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どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

酵素は生命活動に必要な成分を合成したり、不要

になった物質の分解を促進する触媒として働くタン

パク質分子です。

酵素製品の宣伝では、食事に含まれる栄養素を消

化・燃焼させてエネルギーに変える酵素の大切さを

強調します。それが「加齢や不規則な生活によって

不足する」と謳って不安をあおるのです。

2018 年 10 月、消費者庁は「山野草醗酵酵素ブルー

ベリー DX」と「めっちゃたっぷりフルーツ青汁」に

ついて、景品表示法にもとづく改善措置を命じ、課

徴金を支払わせました。「成分を体内に摂り込むこと

で、全身の代謝酵素が活発に」「149 種類の酵素で燃

焼する体に」などと宣伝していたことに対し、「表示

の裏付けとなる合理的な根拠を示す資料が認められ

なかった」と断じたのです。

医薬品の分野でも
医薬品の分野でも、酵素を主な作用成分とする酵

素製剤が相次いで販売中止となっています。

2011 年 2月、武田薬品工業が消炎酵素剤「ダーゼ

ン」の販売を中止し、自主回収しました。痰を溶か

して排出しやすくしたり、炎症

による腫れを抑える薬として

1960 年代から使われてきまし

たが、プラセボ（偽薬）と比べ

た臨床試験で有効性を証明でき

なかったためです。その後

2016 年 9月までに、同じよう

な酵素製剤はすべて、薬効再評価により販売中止と

なりました。

消化機能が落ちた患者さんに消化酵素製剤を用い

ることはあります。しかし、それ自体が消化酵素で

分解されることと、分子が大きくそのままでは腸壁

を通り抜けられないため、体内に吸収されて十分な

機能を果たすとは考えにくいものです。

ムダ遣いにご用心
ほんの一部の企業が誇大広告で処分されました

が、ネットには“ニセ科学”というレベルのあやし

い情報があふれています。処分を逃れるため、「これ

を飲んで調子が良くなった」という個人の体験談で

売り込む手法も活発です。

そもそも今販売されている酵素製品は、野菜や果

物を発酵させた食品で、どんな酵素が入っているか

も明らかにされていません。このような製品を買う

のはムダ遣いです。ご用心ください。

「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

▼
今
年
も
、
は
や
師
走
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
年
の
早
い
こ
と
。
天
皇

の
代
替
わ
り
に
始
ま
り
関
連
す
る
諸
行

事
、
大
嘗
祭
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
ニ
ュ
ー

ス
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
安
倍
首
相

の
「
桜
を
見
る
会
」
に
端
を
発
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
疑
惑
、
早
く
は
っ
き
り
さ
せ

た
い
で
す
ね
▼
９
月

10月
と
ス
ー

パ
ー
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が
た
び

た
び
発
生
し
、
甚
大
な
被
害
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
江
戸
川
区
で
も
避
難
勧
告
が

出
て
大
変
な
騒
ぎ
で
し
た
。
全
国
で
は

い
ま
だ
に
避
難
所
で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
た
ち
が
沢
山
い
ま
す

▼
ス
ー
パ
ー
台
風
の
発
生
が
多
く
な
っ

て
き
た
背
景
に
は
地
球
温
暖
化
が
あ

り
、
と
く
に
日
本
近
海
の
海
面
温
度
は

こ
こ
百
年
で
平
均
一
度
も
上
昇
し
た
、

そ
の
た
め
ス
ー
パ
ー
台
風
が
日
本
に
近

づ
く
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で

し
た
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
対
策
は
非

常
に
大
事
な
こ
と
で
す
。
日
本
も
パ
リ

協
定
を
し
っ
か
り
ま
も
り
本
腰
を
い
れ

て
取
組
ん
で
ほ
し
い
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。

（
猪
瀬
）

役立つ健康メモ 75 薬の話№42

酵素

台風、大雨、 その時

あなたはどうしたか？
台風 19 号時避難行動

こ
の
秋
、
相
次
ぐ
大
型
台
風
が
関
東
地
方
を
直
撃
。
特
に

19号
で
は
、

江
戸
川
区
内

43万
人
を
対
象
と
し
た
「
避
難
勧
告
」
が
出
さ
れ
、
３
万
５

千
人
を
超
え
る
人
が
区
民
施
設
や
学
校
に
避
難
し
ま
し
た
。
幸
い
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江
戸
川
区
が
０
メ
ー
ト
ル
地
域
で
あ
り
、

『
こ
こ
に
い
て
は
ダ
メ
で
す
』
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
出
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
大
き
な
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

温
暖
化
と
い
う
地
球
規
模
の
問
題
、
日
本
の
森
林
や
農
耕
地
の
保
水
力

は
？
、
ダ
ム
は
ど
う
働
い
て
い
る
の
か
、
堤
防
の
強
化
や
内
水
の
排
水
ポ

ン
プ
は
大
丈
夫
か
な
ど
、
課
題
は
山
積
で
一
朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
友
の
会
の
皆
さ
ん
の
体
験
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

◎
国
分
寺
の
姉
の
と
こ
ろ
へ

江
戸
川
５
丁
目

小
林
功

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
テ
レ
ビ

情
報
に
よ
る
と
、
江
戸
川
５
丁

目
辺
り
も
水
に
埋
も
れ
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。
遠
く
へ
避
難

す
る
し
か
な
い
な
と
、
国
分
寺

の
姉
（

92歳
一
人
暮
ら
し
）
の

と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

中
央
線
が
動
い
て
い
る
う
ち

に
と
、
当
日
の

12日
大
き
め

の
ザ
ッ
ク
に
い
ろ
い
ろ
（
妻
の

位
牌
も
）
詰
め
込
ん
で
、
早
朝

電
車
に
飛
び
乗
っ
た
。
車
中
考

え
た
。
も
し
家
が
水
没
し
た
ら

大
量
の
資
料
と
本
と
絵
と
写
真

の
ネ
ガ
な
ど
が
す
べ
て
失
わ
れ
、

ぼ
く
と
家
族
の
生
き
た
証
拠
も

な
く
な
る
。
そ
う
な
っ
た
ら
人

生
や
り
直
し
だ
な
と
覚
悟
し
た
。

も
う
少
し
後
だ
っ
た
ら
交
通

の
計
画
運
休
も
あ
り
区
外
避
難

は
で
き
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

◎
我
が
家
が
避
難
所
に
？

清
新
町

太
田
美
音

数
日
前
か
ら
か
つ
て
な
い
暴

風
雨
と
マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
、

孫
の
運
動
会
も
延
期
の
知
ら
せ
。

京
都
の
夫
や
北
海
道
の
兄
か
ら

「
大
丈
夫
か
？
」
の
電
話
。
「
こ

こ
清
新
町
は
江
戸
川
区
で
唯
一
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
赤
く
な
い

地
域
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
答
え

る
。
長
男
か
ら
「
明
日
は
仕
事

休
み
に
な
っ
た
か
ら
そ
ち
ら
に

行
く
」
と
の
メ
ー
ル
。

近
く
の
棟
の
１
階
に
住
む
次

男
が
「
１
階
は
心
配
だ
か
ら
、

皆
で
そ
ち
ら
に
行
っ
て
い
い
？
」

と
電
話
。
我
が
家
は
４
階
な
の

で
「
い
い
よ
、
で
も
風
雨
の
中
、

出
か
け
る
方
が
大
変
で
は
？
」

と
言
っ
た
け
ど
、
家
族
５
名
が

来
た
。
居
間
と
寝
室
で
雑
魚
寝

状
態
だ
っ
た
。

私
の
唯
一
の
被
害
は
土
・
日

の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
使
用
で
き
ず
に
中
止

に
な
っ
た
こ
と
。

◎
３
階
建
て
の
自
宅
か
ら
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
に
避
難

春
江
町
３
丁
目
西
綾
香

避
難
広
報
の
お
知
ら
せ
を
受

け
て
、
大
雨
の
中
、
夕
方
５
時

頃
、
近
く
の
下
鎌
田
小
学
校
に

行
き
ま
し
た
。
が
、
大
勢
の
人

で
入
れ
ず
、
約
１
キ
ロ
位
歩
い

て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
に
避
難
し
ま
し
た
。

毛
布
１
枚
と
乾
パ
ン
１
袋
を

も
ら
い
、
夜
中
の
２
時
頃
ま
で

横
に
な
っ
て
身
を
休
め
て
い
た

の
で
す
が
、
床
に
毛
布
で
く
る

ま
っ
て
寝
た
た
め
、
腰
を
痛
め

て
し
ま
い
家
に
帰
り
ま
し
た
。

若
い
人
た
ち
は
遅
れ
て
避
難

し
て
き
た
た
め
、
毛
布
も
何
も

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後

日
、
近
所
の
方
か
ら
「
な
ん
で

避
難
し
た
の
よ
。
３
階
建
て
な

ん
だ
か
ら
家
に
い
た
ら
良
か
っ

た
の
に
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

新
中
川
の
そ
ば
な
の
で
、
も
し

も
川
の
水
が
あ
ふ
れ
た
ら
、
と

心
配
で
避
難
し
た
の
で
す
。
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

◎
避
難
行
動
は
と
ら
な
か
っ
た

南
葛
西

男
性

な
ぎ
さ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住

ん
で
い
る
が
、

10階
な
の
で
、

避
難
は
し
な
か
っ
た
。
今
回
は

何
事
も
な
か
っ
た
が
、
課
題
は

山
ほ
ど
あ
る
と
感
じ
た
。

江戸川区内で一番避難者が多かった葛西小・中学校の体育館
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐央 松村所長

新田英昭注②
診療受付
10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4
工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

関口康宣
（訪問診察）

休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～
12時30分

田村所長
(内科)

堀 綾
（糖尿病
:予約制）

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長
(内科)

外来休診

田村所長
(訪問診療)

佐野裕之
(訪問診療)

田村所長
(内科)

外来休診

休診田村所長
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村所長
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村所長
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
外来休診

高野所長
外来休診

休診
訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島
四

丁
目

公
園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

健康体操教室は毎月第

１・３火曜日 13:30 ～ 15

:30 に開催しています。

介護予防・認知症予防

で、自分の足で 100 歳ま

で歩きたいと、毎回 10 人

前後の会員が参加してい

ます。

体操教室のメニューは、軽い柔軟体操からスタートして、ラジオ体操の第

１・２と進み肩甲骨体操、ロコモ体操、スクワット、そして腹筋体操まで進

んで終了です。じんわりと汗ばみ、気分そう快です。参加者から「足が軽

くなった。転ばなくなった。体を動かさないと気分が悪くなる」などの声

が寄せられています。参加者のその日の体調を考えて無理のない方法です

すめています。希望者は直接会場（診療所５階）へおいでください。

手芸サークルは、今、来年の干支（えと）、

子（ね）の人形づくりにとりくんでいます。

ねずみと羽子板を制作中。

「友の会だより」の新年号の表紙に使っても

らえるように、毎週水曜日に集まり講師の正

木千恵さんの指導で「顔が上を向くようにし

て運気・健康が向上するように」と細かい点

まで気をつけて。

診療所に展示してある手芸作品を見て加入

した人など 30 人ほどが登録。毎回 15 人前後

が参加し、自分の作りたいバッグや刺し子、ビースなどの作品をつくり、でき上がりを楽しみに

しています。興味のある方は友の会・手芸サークルへの加入をお待ちしています。

く
ら

し
に

楽
し

み
と

生
き

が
い

を

友
の
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動

腹筋運動にとりくむ参加者

作品づくりに取組んでいる手芸サークルのみなさん

気軽に

来てね！


